
な
村
落
と
し
て
機
能
し
て
い
た
可
能
性
が
ま
す
ま
す
強
ま
り
、
何
ら
か
の
官
衛

施
設
の
存
在
も
想
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

な
お
①
②
と
も
そ
の
釈
文

・
内
容
な
ど
に
つ
い
て
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

の
平
川
南
氏
よ
り
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

①
伊
興
遺
跡
調
査
会

『伊
興
遺
跡
―
下
水
道
敷
設
工
事
に
伴
う
発
掘
調
査
』

（
一
九
九
七
年
）

②
酒
井
清
治

・
松
本
晃

「東
京
都
足
立
区
伊
興
遺
跡
出
土
の
陶
質
土
器
に
つ

い
て
」
翁
韓
式
上
器
研
究
』
Ⅵ
　
一
九
九
六
年
）

（佐
々
木
彰
）

茎
Ｔ

丸
の
内
三
丁
目
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
東
京
都
千
代
田
区
丸
ノ
内
三
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
二
年

（平
４
）
一
月
―

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
側
東
京
都
教
育
文
化
財
団
東
京
都
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
西
脇
俊
郎

・
上
條
朝
宏

・
栗
城
譲

一
・
竹
尾
　
進

・
武
笠

多
恵
子

・
岩
橋
陽

一
・
小
林
　
裕

５
　
遺
跡
の
種
類
　
武
家
屋
敷
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
Ｊ
Ｒ
有
楽
町
駅
北
西
側
の
、
旧
都
庁
跡
地

（現
在
の
東
京
国
際
フ

ォ
ー
ラ
ム
）
に
位
置
す
る
。

調
査
地
周
辺
は
、
江
戸
時
代

初
め
に
日
比
谷
入
江
を
埋
立
て

た
地
域
で
あ
る
。
慶
長

一
三
年

全

六
〇
八
）
頃
の
様
子
を
描

い
た
と
さ
れ
る

『慶
長
江
戸
絵

図
』
に
よ
る
と
、
当
地
域
に
は

山
内
対
馬
守

・
彦
坂
小
刑
部

・

森

（毛
利
）
伊
予
守

・
福
島
掃

(東京東北部・東京東南部)
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部

・
竹
中
伊
豆

。
青
山
五
郎
入
が
屋
敷
を
構
え
て
い
た
。
そ
の
後
、
明
暦
の
大

火

（
三
ハ
五
七
）
な
ど
の
火
事
に
よ
り
、
盛
土

・
整
地
が
行
な
わ
れ
、
幾
度
か

の
屋
敷
替
え
を
経
て
、
元
禄

一
一
年

（
三
ハ
九
八
）
の
大
火
後
、
調
査
地
北
側

が
土
佐
高
知
藩
二
四
万
石
松
平

（山
内
）
土
佐
守
の
上
屋
敷
、
南
側
が
阿
波
徳

島
藩
二
五
万
石
松
平

（蜂
須
賀
）
阿
波
守
の
上
屋
敷
と
な
り
幕
末
に
至
る
。

本
調
査
地
域
で
、
元
禄
大
火
以
前
に
屋
敷
を
構
え
た
大
名

・
旗
本
は
、
幕
府

代
官
頭

。
江
戸
町
代
官

（奉
行
）
彦
坂
小
刑
部
元
正
、
大
和
松
山
藩
三
万
石
福

島
掃
部
頭
高
晴

（福
島
正
則
の
弟
）、
豊
後
府
内
藩
竹
中
伊
豆
守
、
竹
中
筑
後
守

重
信

奮
旦後
府
内
藩
主
の
弟
）、
書
院
番
士
青
山
五
郎
人
、
上
総
佐
貫
藩

一
万
五

千
石
松
平
出
雲
守
、
豊
後
佐
伯
藩
二
万
石
毛
利
市
三
郎
、
丹
波
柏
原
藩
三
万
六

千
石
織
田
刑
部
、
出
羽
左
沢
藩

一
万
三
千
石
酒
井
右
近
、
伊
勢
長
島
七
千
石
後

に
三
河
刈
谷
藩

一
万

一
千
石
松
平
能
登
守
、
旗
本
三
千
石
神
尾
宮
内
、
甲
斐
徳

美
藩

一
万
三
千
石
伊
丹
蔵
人
、
中
村
藩
三
万
石

（土
佐
高
知
藩
支
藩
）
山
内
修
理

（土
佐
山
内
忠
義
の
二
男
）、
旗
本
五
千
石
坂
部
三
十
郎
、
大
和
新
庄
藩

一
万
石

永
井
靭
負
、
三
河
岡
崎
藩
五
万
石
水
野
右
衛
門
、
旗
本

一
千
石
荒
川
土
佐
守
、

小
田
原
藩

一
一
万
三
千
石
大
久
保
安
芸
守
、
旗
本
松
平
伊
予
守
で
あ
拓
。

検
出
さ
れ
た
遺
構
は
、
石
垣
溝

（屋
敷
境
▼

溝

・
井
戸

。
木
樋

・
竹
樋

・
地

下
室

・
土
坑

・
瓦
溜

。
埋
桶

・
埋
甕

・
木
組
遺
構

・
瓦
組
遺
構

・
石
組
遺
構

・

建
物
跡
な
ど
多
種
に
わ
た
る
。
遺
構
は
屋
敷
の
配
置

・
整
地
層
中
の
焼
土
層
及

び
出
土
遺
物
な
ど
か
ら
、
元
禄

一
一
年
以
前
と
そ
れ
以
降
の
二
時
期
に
分
け
ら

れ
る
。
元
禄

一
一
年
以
降
の
遺
構
は
、
旧
都
庁
舎
の
建
物
に
よ
り
上
部
が
破
壊

さ
れ
て
お
り
、
山
内

・
蜂
須
賀
両
家
の
屋
敷
境
で
あ
る
石
垣
溝

・
井
戸

・
木
樋

な
ど

一
部
を
除
き
極
め
て
遺
存
状
態
が
悪
い
。
元
禄

一
一
年
以
前
の
遺
構
は
、

盛
土

・
整
地
層
の
下
部
か
ら
検
出
さ
れ
た
た
め
比
較
的
良
好
な
遺
存
状
態
で
あ

る
。
整
地
層
中
か
ら
は
、
明
暦
の
大
火

・
元
禄

一
一
年
の
大
火
に
伴
う
焼
土
層

や
元
禄

一
一
年
以
前
の
屋
敷
境
で
あ
る
石
垣
溝

・
土
坑

・
木
組
遺
構

・
瓦
組
遺

構

・
石
組
遺
構

。
建
物
跡
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
石
垣
溝
は
、
『慶

長
江
戸
絵
図
』
の
屋
敷
割
り
と
ほ
ぼ

一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

屋敷境溝位置図

|ィ

ー

屋敷割り復元図
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調査区域周辺の屋敷割 りと居住者の変遷

遺
物
は
、
調
査
地
が
低
地
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
陶
磁
器

・
土
器

・
金
属

製
品
な
ど
の
ほ
か
、
木
簡

。
人
形

・
下
駄
な
ど
の
木
製
品
や
漆
椀
な
ど
の
漆
製

品
な
ど
が
多
量
に
出
土
し
た
。
木
簡
は
、
桶
や
曲
物
の
蓋

・
将
棋
駒
な
ど
を
含

め
て
、
計

一
八
七
点
あ
る
。
ま
た
、
木
製
品
以
外
に
も
陶
器

・
磁
器

・
土
器
に

墨
書
し
た
も
の
が

一
五
五
点
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
、
遺
物
以
外
で
地
下
室

・

木
樋

・
井
戸
棉
な
ど
に
、
墨
書
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

木
簡
は
、
元
禄

一
一
年
以
降
の
遺
構
で

一
。
二
号
溝
、
元
禄

一
一
年
以
前
の

遺
構
で
二
六
号
溝
Ｇ

。
Ｈ
、
二
人
号
溝
、
四

一
。
四
人

・
四
九

・
五

一
・
五

二

・
六
三

・
六
人

・
七
八

。
人
三

・
八
九

・
九
〇

・
九

一
号
土
坑
か
ら
出
土
し

て
い
る
。

一
号
溝
は
、
山
内

・
峰
須
賀
両
家
の
屋
敷
境
で
元
禄

一
一
年
以
降
幕
末
ま
で

利
用
さ
れ
て
い
た
石
垣
溝
で
あ
る
。　
一
四
点
出
土
。

二
号
溝
は
、
山
内
家
の
屋
敦
内
の
溝
で
あ
る
。　
一
点
出
土
。

二
六
号
溝
Ｇ

。
Ｈ
は
、
元
禄

一
一
年
以
前
の
屋
敷
境
の
石
垣
溝
で
あ
る
。
Ｇ

は
力
と
キ
の
境
、
Ｈ
は
オ
と
キ

・
ク
の
境
で
あ
る
。
Ｇ

・
Ｈ
と
も
に
三
点
出
土
。

二
人
号
溝
は
、
ウ
地
区

（山
内
家
の
屋
敷
）
か
ら
検
出
さ
れ
た
木
組
溝
で
あ

る
。　
一
点
出
土
。

四
人

・
四
九

・
五

一
・
五
二

・
六
人

・
七
八

・
人
九

・
九
〇

・
九

一
号
土
坑

は
、
力
地
区
の
最
下
層

（毛
利
家
の
屋
敷
）
か
ら
検
出
さ
れ
た
土
坑
で
あ
る
。

五
二
号
土
坑
は
規
模
が
大
き
く
、
他
の
土
坑
と
は
異
な
り
周
囲
に

一
部
杭
列
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
池
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。　
一
一
点
出
土
。
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四
九
号
土
坑
は
、
藩
主
毛
利
高
成
の
戒
名
的
や
人
名
が
記
さ
れ
た
木
簡
が
二
〇

点
出
土
し
て
お
り
、
法
要
な
ど
に
使
用
さ
れ
た
あ
と
廃
棄
さ
れ
た
土
坑
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
他
の
土
坑
は
、
ゴ
ミ
穴
と
考
え
ら
れ
る
。
四
人

・
五

一
・
六

人

・
八
九

・
九
〇

・
九

一
号
土
坑
が
各

一
点
、
七
八
号
土
坑
が
三
点
出
土
。

四

一
号
土
坑
は
、
キ
地
区
か
ら
検
出
さ
れ
た
方
形
の
土
坑
で
あ
る
。
土
坑
内

か
ち
は
、
日
縁
部
を
上
に
し
重
ね
ら
れ
た
多
量
の
土
器
皿

・
炭
化
し
た
麻
の
幹

の
よ
う
な
植
物
の
茎
と
、
覆
土
下
層
か
ら
呪
符
木
筒

一
二
点
が
出
土
し
た

（④

ｌ
口
）。
土
坑
の
壁
面
等
に
は
熱
を
受
け
た
痕
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

呪
符
木
簡
は
、
屋
敷
の
地
相
や
家
相

・
魔
除
け

。
災
害
除
け

。
方
違
え
な
ど
に

上
器
皿

・
麻
の
幹
と
と
も
に
使
用
さ
れ
た
後
、
埋
納
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

ＺＯ
。六

三
号
土
坑
は
、
ア
地
区
か
ら
検
出
さ
れ
た
土
坑
で
あ
る
。

人
三
号
土
坑
Ｉょ
、、
ク
地
区
か
ら
検
出
さ
れ
た
土
坑
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一
号
溝

ω
　
。
「
ｏ
塩
川
九
右
衛
門

（印
）

八
枚
之
内
但
弐
枚
　
　
」

・
「　
万
治
元
年

ｏ
女
泊
札

成
　
　
　
　
　
　
」

点
出
土
。

点
出
土
。

Φ
ｏ
×

ド
ｏ
×

∞
　

ｏ
Ｐ
μ

「　
遠
江
表

ｏ
御
免
　
鷲
塚
村
七
人

〔
衛
ヵ
〕

御
門
御
守
□
様
　
　
」

「　
高
日
□

ｏ
同
国

申
六
月
ョ
リ
　
　
　
」

伝
内
」

伝
内
」

「　
御
門
御
番
頭
様
御
中

ｏ
御
門
出
札
如

（押
印
）

□
屋
□
兵
衛
　
　
」

「
ｏ
御
門
出
□

塩
川
九
郎
兵
衛

　

」

「論
人
方

南
十
七
組
様
」

謂
鈴
ヵ〕

帽
謡
魅

い
ｏ
卜
×

『
卜
×

ω
　

ｏ
Ｐ
Ｐ

木釜 木釜
札跡 札跡

『
∞
×

］
〕
×

『
　

ｏ
岸
騨

∞
ω
×

］
Φ
×

Ｐ
　

ｏ
Ｐ
Ｐ

牌
Ｎ
ｗ
×

６
釦
×

∞
　

ｏ
］
］



二
号
溝

⑩
　
。
「　
回
□
御
内

ｏ御
門
制
〔入頑
力」〕

．
「
。
枷
期
畑
湘
帖
」

「七
夕
　
」

「オ
六
内

土
州

正

「□
辺
半
右
衛
門
」」

「□
□
□

〔
紀
ヵ
〕

「□
岡
上
村
佐
右
衛
門
」

「□
□
　
　
　
　
　
　
」

□
四
半
入

「上蟹
諭
酌脳
・解

ｏ
岡
本
弥
平
太
殿
　
　
　
　
」

江
戸
衣
類
入

「
。
姫
期
雛
秘
潮
帥
用
財
唯
七
」

ハ

二
八
号
溝

⑪
　
。
「松
平
土
佐
守
様
口
口

（螺
）醒
攣
荷
物

名
江
戸
上
や
し
き
江

漏
竜
胡
蛇

包
箱
木
門
品
之
助

【
百
之
丞
ヵ
〕

回
回
□
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

二
六
号
溝
Ｇ

⑫
　
。
「下
村
□
四
郎
様
　
弥
三
右
衛
門
」

・
「長
物
耳
桶
　
土
州
浦
戸
　
　
　
」

二
六
号
溝
Ｈ

⑬

　

「
＜
礼
銭

拾

五
貫

文

　

川
本

差
右

衛

門
」

四
人
号
土
坑

⑭

　

「為
処
得
□
究
意
減
」

四
九
号
土
坑

⑮
一

「天
折
日
空
築
大
．禅
定
門
様
」

枷
伽
×
］
ｓ
Ｘ
Ｏ
　
ｏ
μ
騨

騨
『
ゆ
Ｘ
ヽ
頓
択

『
　

ｏ
，
騨

∞
］
Ｘ
］
ド
×
い
　
０
］
騨

法
量
不
明
　
Ｏ
Ｈ

ｏ
Ｏ
×
‐
い
⇔
×
い
　

ｏ
〕
贈

μ
瑠
ｘ
い
や
×
ｕ
　
Ｏ
日

Ｐ
い
い
×

”
Φ
Ｘ

Ｐ
　

ｏ
盟

Ｐ
伽
中
Ｘ

］
枷
×

ヽ
　

ｏ
Ｐ
騨

囀
ヽ
銀
Ｘ

中
伽
×

⇔
　

０
∞
∝

ド
Ｐ
Φ
〉^
Ｎ
↓
〉^
騨
　
　
Ｏ
Ｆ
μ
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「性
審
折
忌
大
禅
定
門
様
」

コ
ユロ獄
妙
歓
大
姉
笹

「
や
ひ
や
う
ヘ

お
は
る

む
め
　
　
　
」

ふ
け
つ

ふ
く
　
」

「判
加
いは
んり
ん

か
か
り
ん
み
　
　
」

「ど
う
せ
う
殿

「
に
っ
し
ん

ち

ゝ
殿

は

一ヽ殿

」

「し
ゅ
ん
て
い
殿
」

「と
し
殿

め
う
ち
う
殿
」
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